
 

 

 

教育委員会会議 定例会   

令 和 ６ 年 １ 月 ２ ５ 日 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

提 出 議 案 綴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨県教育委員会 

 

 



  １ 議      案 

第 ３０ 号 山梨県教育職員免許に関する規則の一部を改正する規則 

  

    第 ３１ 号 「山梨県子ども読書活動推進実施計画（第４次）（仮称）」（素案）

に対するパブリックコメント（県民意見提出制度）の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

２ 報 告 事 項 

（ １０ ） 第８回大村智自然科学賞受賞者について 

 

 （ １１ ）  令和９年度全国高等学校総合体育大会南関東ブロック大会の 

山梨県における開催競技会場地市町・競技会場の決定について 

 

 

 

 

 

 

  ３ その他報告 

 （ １１ ） 令和６年度「山梨県学校教育指導指針」について 

 

 （ １２ ）  「やまなし障害児・障害者プラン２０２４」（素案）における 

「山梨県読書バリアフリー計画」について 
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令和６年１月２５日 教育委員会 課・室名   高校教育課 

件名 令和６年度「山梨県学校教育指導指針」について  

 

 

 

 

経緯 

 

 

１．県の教育施策の経緯（平成25年度以降） 

①平成25年度～30年度 「新やまなしの教育振興プラン」 

②平成27年度～30年度 「やまなし教育大綱」 

③令和元年度～令和5年度 「山梨県教育振興基本計画」 

   基本理念「学び続け 共に生き 未来を拓く やまなしの人づくり」 

２．「山梨県学校教育指導重点」（以降「指導重点」）について 

・指導重点は、県全体で重点的に取り組んでいく内容について、県の教育施

策に基づいて年度ごとに作成したものである。 

・各学校では、２月中旬の県教委からの指導重点提示と説明を受け、それを

もとに次年度の学校教育目標や教育計画等を検討し決定している。 

・今年度は当初、次年度からの新たな山梨県教育振興基本計画を指導重点と

して、地教委や各学校に提示することを検討していた。しかしながら、教

育振興基本計画の公表が３月末となり、２月中旬までに各学校への提示が

できないことから、今年度は指導重点を作成することとし、次年度以降は、

指導重点の教育振興基本計画への一本化を検討していくこととした。 

※今回、指導重点の名称変更について検討し、「山梨県学校教育指導指針」と

することとした。 

作成 

１．目的 「山梨県教育大綱」「山梨県教育振興基本計画（以降「基本計画」）

に示された基本方針に基づき、学習指導要領を踏まえて、年度ご

とに各学校が取り組むべき指導の指針を示す。 

２．内容 ①指導指針（観点）を実現するために、校種ごとに、 

      主な取組を具体的に示す。 

②各課共通版（幼･小･中･高･特、全校種共通）とする。 

３．取組状況の確認 

     ①令和５年度の「指導重点」（以降R05版）への取組状況を、現「基

本計画」の指標及び各校聞き取り結果に基づいて確認・検証する。 

②令和６年度から策定される新「山梨県教育振興計画（素案）」に盛

り込まれる基本目標・基本方針を参考に、令和６年度の「指導指

針」（以降R06版）作成に繋げる。 

４．R06版 

（表紙）県教育大綱・教育振興基本計画と「指導指針」の位置付け 

子供主体の授業への授業観の転換（新基本計画、基本目標Ⅰ基本方針１） 

柱立て ○「学級・ＨＲ経営等の充実」を基に 

     ①「確かな学力」，②「豊かな心」，③「健やかな体」の育成 

（重点項目）   （知）       （徳）      （体） 

その他報告 １１ 
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④地域や世界で活躍できる人材の育成 

⑤特別支援教育の充実 

（トピック） ①これからの山梨県が目指す学校教育 ②教育DXの推進 

地域との連携・協働・共生をテーマに事例を挙げる 

◎主な取組 R05版を原則踏襲，検証し，系統立って伝わるよう整理 

◎表紙への特だし「子供主体の授業への授業観の転換」 

 一斉授業スタイルから子供主体の授業へ 

①「確かな学力」学習指導要領に沿うよう整理 

（問題発見・課題解決能力、言語能力、情報活用能力、指導と

評価の一体化の充実） 

②「豊かな心」未然防止から具体へと流れるように順番変更 

③「特別支援教育」推進から充実へ、内容を拡充 

④「トピック」地域との連携・協働・共生を中心に、コミュニテ

ィ・スクール、インクルーシブ教育、地域クラブ活動を紹介、

教育DXの推進  県教委として伝えたい項目 

 

活用 
１．高等学校･特別支援学校校長連絡会議及び、義務教育課「令和６年度指導重

点」説明会を通じて学校に周知し、令和６年度各学校において活用する。 
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その他報告 １２ 

（令和６年１月２５日 定例教育委員会） 部等名 生涯学習課 

件

名 

「やまなし障害児・障害者プラン２０２４」（素案）における「山梨県読書バリアフ

リー計画」について 

【概 要】 

「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」に基づき、県が総合的かつ計画的

に実施すべき施策を盛り込んだ「山梨県読書バリアフリー計画」（計画期間：令和６年度か

ら８年度）を策定する。 

本計画は、障害者に関係する５つの計画を統合し、一体的なプランとして策定する「や

まなし障害児・障害者プラン２０２４」（障害福祉課）の中に位置づけるもの。 

※統合する計画：山梨県障害者計画、第７期山梨県障害福祉計画、第３期山梨県障害児福

祉計画、山梨県障害者文化芸術活動推進計画、山梨県読書バリアフリー

計画 

 

【パブリックコメント（県民意見提出制度）の実施について】 

知事部局（障害福祉課）において、県民意見提出制度実施要綱に基づき、「やまなし障害

児・障害者プラン２０２４」（素案）について、意見を募集する。 

（１）募集期間 

令和６年２月５日（月）～令和６年２月１９日（月）（１５日間） 

（２）募集方法 

県民情報センター、地域県民センター及び障害福祉課に資料を備え付けるとともに、

県のホームページに掲載し、意見を求める。 

（３）意見の取り扱い 

寄せられた意見については、県民意見提出制度実施要綱第７の規定に基づき取り扱

う。 

 

【今後の予定】 

意見募集の結果を踏まえ、必要に応じて修正等を行い、令和６年３月にプランを決定し、

公表する。 
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